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摘要 

 

  本調査は、「ぐんま緑の県民税」事業のうち、水源地等の森林整備事業における間伐施

業地を対象とし、材積間伐率による間伐試験区を設け、水土保全機能効果の向上に寄与

すると考えられる相対照度、植被率などをモニタリング調査し、間伐効果を検証した。 

 

  間伐後１年目の林内相対照度は、材積間伐率 20 %以上において、間伐前よりも増加し

た。ヒノキ林は、材積間伐率 30 %以上の林分において、林内相対照度が高い値で推移

した。 

 

  間伐後４年目の植被率は、スギ林では材積間伐率に関わらず 70%以上に達し、ヒノキ林

では、材積間伐率 25%以上の林分で 40%以上に達した。カラマツ林では、間伐後２年目

以降は 100%に達した。 

 

  間伐後４年目の林床被覆率（林床植生と堆積リターの合計）は、スギ林では全ての林分

で約 80 %に達し、ヒノキ林では、約 50～80%であった。ヒノキ林において林床植生の占

有率が増加した林分は、材積間伐率 30 %以上の林分及び間伐前の植被率が高い林分で

あった。カラマツ林は、林床植生の占有率が高かった。 

 

  植生乾燥重は、スギ林、ヒノキ林ともに間伐前の植被率が高い林分において大きかった。

ヒノキ林は、材積間伐率 30 %以上の林分において、植生乾燥重が大きい傾向が見られ

た。カラマツ林の間伐後の植生乾燥重は、スギ林及びヒノキ林よりも高かった。 

 

  間伐直後の形状比は、全ての樹種において間伐前よりも低下し、間伐直後の樹冠長率は、

全ての樹種において、間伐前よりも増加した。 

 

  水土保全機能の高い森林及び災害の少ない森林に誘導するためには、林内の光環境を

保ち、下層植生及び堆積リターを維持する必要がある。また、立木個体の形状比を下げ、

樹冠長率を上げるためには段階的な施業方法について検討する必要がある。 
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１ 調査概要                                     

（１） 趣旨 

本調査は、「ぐんま緑の県民税」事業による間伐施業の効果を科学的・客観的手法により調査

分析、フィードバックすることにより、税事業の円滑な推進を図ることを目的とした。 

一般に間伐前の人工林は暗く、林床植生がないため、降雨により林床に目詰まり層が生じ、

透水機能が低下し、地表流が生じやすい（図―１）。間伐を行うと、林内に光が届き、下層植生

が回復する。このことにより、土砂の流出や斜面の崩壊が抑えられ（土砂流出防備機能）、土

壌が雨水を貯留し、河川へ流れ込む水量を平準化して洪水を緩和するとともに、川の流量を安

定させる（水源涵養機能）。また、雨水が土壌を通過することにより水質が浄化される（水源

涵養機能）。これらの機能をまとめて「水土保全機能」といい、適正な間伐を行うことにより

向上が期待できる。第一期おいて林内の植生と光環境がどのように改善していくのかを間伐前

後で比較した結果、間伐後の下層植生の回復状況について林分による差が見られた（飯田ら，

2019）。これは、間伐後の光環境があまり改善されなかったことが一因と考えられた。このた

め、第二期おける調査研究では、林内空間を確実に空けるため、材積間伐率（伐採前材積に占

める伐採材積の百分率）に着目した間伐について試験を行い、間伐効果の検証を行った。 

 

図―１ 間伐による効果の模式図 

 

（２） 調査対象事業  

水源地等の森林整備 条件不利地森林整備 

（３）調査地 

調査地は県民税を利用した間伐事業対象地、県有林及び実験林から、18 林分選定した（図―

２）。スギ 11 林分、ヒノキ計６林分、カラマツ１林分内に設置した 20m 四方の標準地におい

て、林内相対照度、植被率、植生乾燥重、植生高について調査を実施した。調査地の概要を表

―１に示し、個別調査地の状況は付録に示す。下層植生の発達及びリターの堆積を促す間伐方

法を検討するため、材積間伐率別に調査地を設定した。間伐時は、気象害に弱いとされる形状

比（樹高（㎝）を胸高直径（㎝）で除した値）の高い個体を主に間伐した。 
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図―２ 地域ごとの調査地数 

 

表―１ 調査地の概要 

林分 No. 調査地 No. 区域 所在地 樹種 林齢（2019） 材積間伐率＊ 

1 1 北部 中之条町山田 スギ 50 B 

2 2 県央 高崎市倉渕町川浦 スギ 53 A 

2 3 県央 高崎市倉渕町川浦 スギ 53 C 

3 4 県央 高崎市倉渕町川浦 スギ 50 C 

4 5 県央 北群馬郡榛東村広馬場 スギ 52 B 

5 6 県央 北群馬郡榛東村広馬場 スギ 55 C 

5 7 県央 北群馬郡榛東村広馬場 スギ 55 C 

6 8 県央 渋川市小野子 スギ 44 C 

6 9 県央 渋川市小野子 スギ 44 C 

6 10 県央 渋川市小野子 スギ 44 D 

6 11 県央 渋川市小野子 スギ 44 対照区 

7 12 県央 安中市西上秋間 スギ 45 C 

7 13 県央 安中市西上秋間 スギ 45 C 

7 14 県央 安中市西上秋間 スギ 45 D 

8 15 県央 安中市西上秋間 スギ 63 D 

9 16 西部 南牧村砥沢 スギ 70 A 

10 17 東部 みどり市東町座間 スギ 67 C 

11 18 東部 みどり市東町座間 スギ 48 C 

1 1 北部 中之条町山田 ヒノキ 34、50 B 

2 2 北部 中之条町山田 ヒノキ 34 B 

3 3 県央 北群馬郡榛東村広馬場 ヒノキ 52 B 

4 4 西部 藤岡市浄法寺 ヒノキ 35 A 

5 5 県央 渋川市小野子 ヒノキ 44 D 

5 6 県央 渋川市小野子 ヒノキ 44 C 

5 7 県央 渋川市小野子 ヒノキ 44 対照区 

6 8 東部 みどり市東町座間 ヒノキ 94 A 

1 1 県央 渋川市伊香保 カラマツ 65 D 

 
注：*について、Aは 20%未満、B は 20%以上 25%未満、Cは 25%以上 30%未満、D は 30 以上 

スギ林２，ヒノキ林１ 

スギ林１，ヒノキ林２ 

スギ林１，ヒノキ林１ 

スギ林７，ヒノキ林２，カラマツ１ 

スギ林１，ヒノキ林１ 
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２ 調査方法及び結果                            
（１）光環境について 

林内と林外対照地において積算照度を測定し、林外対照地の積算照度に対する林内積算照度

の割合（以下、相対照度という。）を算出した。 

結果を図－３に示す。スギ林及びヒノキ林は、材積間伐率 20 %以上において、間伐後 1 年目

の林内相対照度が間伐前より増加した（図－３）。ヒノキ林については、材積間伐率 30 %以上

の林分において、林内相対照度が材積間伐率 30 %未満の林分と比較して、高い値で推移した（図

－３）。ヒノキ林の林内相対照度はスギ林よりも全体的に低い傾向であるが、これはヒノキの

枝葉が水平方向に展開する性質があり、入射光を遮りやすいためと考えられた。カラマツ林は

間伐後１年目及び２年目の林内相対照度が 20%前後で推移した（図－３）。 

 

スギ林 

ヒノキ林                           カラマツ林 

 

図―３ 林内相対照度の変化 

注：*は、間伐前の植被率が 70 %以上あった林分（スギ）、60 %以上あった林分（ヒノキ林） 

 

（２）下層植生について 

ア 植被率 

林床植生の様子を把握するため、植生高 1.5 m 未満の植物が地面を被覆する割合（以下、植

被率）を記録した。 

結果を図－４に示す。間伐後４年目の植被率は、スギ林では材積間伐率に関わらず 70%以上に

達したが、材積間伐率 30%以上の林分では、フジなどの単一種で下層植生が優占された林分が見

られた。ヒノキ林の間伐後４年目の植被率は、材積間伐率 25%未満の林分では 20%程度であった
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が、材積間伐率 25%以上の林分では 40%以上であった。このことから、ヒノキ林において間伐後

の植被率の回復を促すためには、材積間伐率 25%以上の間伐が必要であると考えられた。カラマ

ツ林の植被率は、間伐前が 60%以上と高く、間伐後２年目以降は 100%で推移した。 

 

スギ林 

 

ヒノキ林                            カラマツ林 

              

図―４ 植被率の変化 

注：*は、間伐前の植被率が 70 %以上あった林分（スギ）、60 %以上あった林分（ヒノキ林） 

 

イ 林床要素の占有率 

調査区内に固定点を４点設け、各点に 50 ㎠の木枠を設置し、ポイントカウンティング法に

より林床植生、堆積リター（落枝落葉層）、礫及び細土の割合を調査した。 

結果を図－５に示す。スギ林は、材積間伐率に関わらず間伐後の林床植生が増加傾向であり、

林床被覆率（林床植生と堆積リターの合計、（三浦，2000））は、間伐後４年目には全ての林

分において約 80 %に達した（図－５）。ヒノキ林の林床被覆率は、スギ林と比較して低く、間

伐後４年目において 50～80 %程度であった（図－５）。これは、ヒノキの細片化した鱗片葉が

特に傾斜地において落下雨滴や地表流により容易に移動するためと考えられた（服部，1992）。

林床被覆率が高い林分は表面流の抑制に寄与することから(宮田ら，2009)、ヒノキ林において

は、筋工(島田ら，2020)などにより表土移動を抑制し、林床被覆を保つ対策がある。また、ヒ

ノキ林において林床植生の回復が見られた林分は、材積間伐率 30 %以上の林分もしくは間伐前

の植被率が高い林分であった（図－５）。林床被覆率の回復には、林床植生の回復が不可欠で

あることから（三浦，2000)、ヒノキ林は材積間伐率を上げた間伐について検討する必要があ
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る。カラマツ林は、間伐前と比較して間伐後の林床植生の占める割合が増加した。 

 

スギ林 

ヒノキ林                               カラマツ林 

            図―５ 林床要素の占有率の変化 

注：*は、間伐前の植被率が 70 %以上あった林分（スギ）、60 %以上あった林分（ヒノキ林） 

 

ウ 植生乾燥重 

各調査地について、４点ずつ計１㎡の下層植生を刈り取り、80℃、24 時間乾燥し全乾重量を

測定した。浸透能は植生乾燥重と相関が高いとされており、植生乾燥重が大きいほど浸透能が

高いと考えられる。 

結果を図－６に示す。間伐後４年目の植生乾燥重は、スギ林、ヒノキ林ともに間伐前の植被

率が高い林分において大きい傾向が見られた（図－６）。ヒノキ林の植生乾燥重は、材積間伐

率 30 %以上の林分が 30 %未満の林分と比較して増加した（図－６）。下層植生乾重の増加は浸

透能の低下を抑制することから(湯川ら、1995)、浸透能を高めるためには、ヒノキ林の間伐に

おいては、間伐時の材積間伐率を上げること、間伐後の下層植生が衰退する前に再間伐を行う
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ことが必要であると考えられた。カラマツ林の間伐後の植生乾燥重は、スギ林及びヒノキ林よ

りも高かった。これは、カラマツは落葉樹であることや葉が短い線状であることから林内に光

を通しやすく、下層植生が発達し易い環境にあるためと考えられた。 

 

 

図―６ 植生乾燥重の変化 

注：*は、間伐前の植被率が 70 %以上あった林分（スギ）、60 %以上あった林分（ヒノキ林） 

 

（１） 毎木調査について 

ア 間伐前及び間伐直後の林分状況 

各調査地について、20ｍ四方の標準地内の全立木について、樹高、胸高直径、枝下高及び本数

密度を調査した。 

間伐前及び間伐直後の林分状況について、表―２に示す。間伐前は、本数密度が高く、林内

の混み具合の指標となる相対幹距比（上層木の平均樹高に対する平均樹幹距離の割合）が、全て

の調査地において適切な密度である 17%から 22%（藤森、2021）を下回り、混み過ぎと判断され

た（表－２）。形状比（樹高（㎝）を胸高直径（㎝）で除した値）は全ての調査地において気象

害への安全性に対して望ましい 70以下（藤森、2021）を越えていた（表－２）。また、樹冠長率

（樹高（m）に対する樹冠長（m）の割合）は、望ましいとされる 40%から 60%（藤森、2021）を

下回る試験区が多く、至急間伐が必要とされる 30%程度（藤森、2021）に該当する試験地が見ら

れた（表－２）。 

 

イ 形状比 

2019 年（間伐前）、2020 年（間伐直後）、2023 年（間伐後４成長期目（間伐後４年目））につい

て、各調査地の形状比を求めた。 

結果を図－７に示す。スギ林、ヒノキ林ともに対照区と比較して間伐直後の形状比は間伐前

0 100 200 300 400 500

0－20未満

20-25未満

25-30未満

30以上

25〜30未満*

30以上*

植⽣乾燥重(g/㎡)

材
積

間
伐

率
(%

)

スギ林

0 100 200 300 400 500

0－20未満

20-25未満

25-30未満

30以上

0-20*未満

植⽣乾燥重(g/㎡)
材

積
間

伐
率

(%
)

ヒノキ林 後4年⽬
後3年⽬
後2年⽬
後1年⽬
間伐前

0 100 200 300 400 500

30以上

植⽣乾燥重(g/㎡)材
積

間
伐

率
(％

)

カラマツ林



7 
 

よりも改善した。しかし、材積間伐率が低い調査地については、間伐後４年目には形状比が間

伐前の値に戻りつつあった（図－７、スギ No.１及びヒノキ No.１）。カラマツ林では間伐後の

形状比の低下があまり見られなかった。これは、形状比が高い個体が残存しているためと考え

られた。間伐後４年目において、形状比が気象害への安全性に対して望ましいとされる 70 以下

（藤森、2021）となった林分は見られなかった。形状比を下げるためには、今後も段階的に間

伐する必要があると考えられた。 
 

表－２ 間伐前及び間伐直後の林分状況 

材積 本数 間伐前 間伐直後 間伐前 間伐直後

1 B 20 33 27 22 83 41 1,125 750 13.5 15.8 2019.12
2 A 15 31 28 24 89 38 1,300 900 11.6 13.5 2019.10
3 C 26 41 26 23 89 31 1,475 875 11.3 14.0 2019.10
4 C 27 41 25 22 90 34 1,700 1,000 11.0 13.8 2019.10
5 B 21 34 24 20 84 30 1,825 1,200 11.9 14.7 2019.10
6 C 29 36 26 20 81 34 1,325 850 13.4 16.5 2019.10
7 C 27 40 23 20 88 30 1,875 1,125 11.8 14.8 2019.10
8 C 26 46 26 22 90 31 1,650 900 11.0 14.1 2019.06
9 C 29 44 25 23 96 28 1,550 875 10.9 14.0 2019.06
10 D 33 45 26 22 89 28 1,675 925 10.9 14.4 2019.06
11 対照区 - - 24 22 93 28 1,950 - 10.3 - 2021.01
12 C 25 33 24 21 88 32 1,525 1,025 11.9 14.4 2019.07
13 C 28 43 23 21 89 36 1,675 950 11.8 15.2 2019.07
14 D 32 55 22 22 94 34 1,850 800 10.7 15.8 2019.07
15 D 33 50 30 25 85 33 1,250 625 11.3 15.0 2019.07
1 B 20 24 24 21 88 35 1,375 1,050 12.8 14.6 2019.12
2 C 28 38 22 23 102 31 1,725 1,075 10.7 13.4 2019.12
3 B 20 34 21 20 93 27 2,225 1,475 10.9 13.4 2019.10
4 A 17 30 20 16 81 32 1,525 1,075 16.1 18.8 2019.07
5 D 37 51 20 18 91 35 2,050 1,000 12.6 17.6 2019.08
6 C 27 42 21 18 89 35 1,950 1,125 12.8 16.4 2019.08
7 対照区 - - 23 18 82 34 1,625 - 13.6 - 2019.10

カラマツ 1 D 31 36 26 23 88 34 775 500 15.4 18.9 2019.8

スギ

ヒノキ

胸高
直径
(cm)

樹種 調査
地No

試験区
(材積
間伐率)

間伐率(%) 本数密度
(本/ha)

相対幹距比*** 調査
年月

上層
樹高
(m)

形状比* 樹冠⻑率**
(%)

 

注：調査地 No.は表－１と同一である。No.16～18 スギ及び No.８ヒノキは毎木調査対象から除く 

*形状比･･･樹高（cm）を胸高直径（cm）で割った値。**樹冠長率･･･樹高（m）に対する樹冠長（m）の割合。 

***相対幹距比･･･上層木の平均樹高に対する平均個体間距離の割合。 

 

ウ 樹冠長率 

2019 年（間伐前）、2020 年（間伐直後）、2023 年（間伐後４成長期目（間伐後４年目））につ

いて、各調査地の樹冠長率を求めた。 

結果を図－８に示す。全ての樹種において、間伐直後の樹冠長率は間伐前と比較して増加し

たが、一部の調査地で間伐後４年目の樹冠長率が間伐直後よりも低下した（図－８）。これは間

伐直後においても相対幹距比が適切な密度である 17%から 22%（藤森、2021）を下回っている調
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査地が多く（表－２）、林内がまだ混んでおり隣接木との競合で下枝が枯れやすいこと、自己被

陰により下枝が枯れ上がることが一因であると考えられた。ヒノキ林の対照区は間伐後４年目

の樹冠長率が間伐前よりも低下した。樹冠長率が望ましいとされる 40%から 60%に達した調査地

はスギ林１林分、ヒノキ林１林分であった。樹冠長率を増加させるためには、今後も段階的に

間伐し、下枝の枯れ上がりを防ぐ必要があると考えられた。 

 

図－７ 間伐後の形状比 

 

図－８ 間伐後の樹冠長率 
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３ まとめ                                      
 「ぐんま緑の県民税」事業において実施した間伐施業の効果を検証するため、材積間伐率の

異なる調査地において林内の植生及び光環境がどのように回復するのかを間伐前後で比較し、

調査した。結果、スギ林は材積間伐率によらず間伐後の植被率が増加した。ヒノキ林は材積間

伐率 30 %以上の林分において、間伐後の植被率及び植生乾燥重が大きく増加した。本調査によ

り、スギ及びヒノキ過密人工林において、間伐後の光環境を維持し、下層植生を回復させるた

めに必要な材積間伐率は、スギ林で 25 %～30 %程度、ヒノキ林で 30 %以上であることが示され

た。毎木調査の結果、間伐直後の形状比及び樹冠長率は改善されたが、間伐後４年目には一部

の林分で間伐前の水準に戻りつつあった。水土保全機能の高い森林すなわち災害の少ない森林

に誘導するためには、段階的な施業について検討する必要がある。 
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付録― 個別調査地の状況

調査地No.1
区域 北部
所在地 中之条町山田
樹種 スギ
林齢(年) 50
標高(m) 840
斜面方位 SW
斜面傾斜(度) 33
材積間伐率(%) 33
本数間伐率(%) 20

相対照度 7.1% 10.6% 13.1% 22.4% 5.7%
植被率 35.0% 40.0% 60.0% 80.0% 90.0%

調査地No.2
区域 県央
所在地 高崎市倉渕町川浦
樹種 スギ
林齢(年) 53
標高(m) 800
斜面方位 SE
斜面傾斜(度) 27
材積間伐率(%) 15.4
本数間伐率(%) 30.8

相対照度 2.7% 4.3% 13.8% 2.7% 2.4%
植被率 30.0% 50.0% 50.0% 70.0% 70.0%

※植被率…植生高1.5 m未満の植物が地面を被覆する割合
林冠の様子

間伐前 間伐後４年目

間伐後
２年目

間伐後
３年目

間伐後
４年目

間伐前 間伐後４年目

林内の様子

間伐後
４年目

林内の様子

間伐後
２年目

間伐後
３年目

林冠の様子

間伐前
間伐後
１年目

間伐前
間伐後
１年目



付録― 個別調査地の状況

調査地No.3
区域 県央
所在地 高崎市倉渕町川浦
樹種 スギ
林齢(年) 53
標高(m) 815
斜面方位 SW
斜面傾斜(度) 30
材積間伐率(%) 25.5
本数間伐率(%) 40.7

相対照度 3.1% 8.4% 16.8% 4.5% 6.1%
植被率 15.0% 40.0% 40.0% 80.0% 85.0%

調査地No.4
区域 県央
所在地 高崎市倉渕町川浦
樹種 スギ
林齢(年) 50
標高(m) 845
斜面方位 SW
斜面傾斜(度) 25
材積間伐率(%) 26.5
本数間伐率(%) 41.2

相対照度 2.9% 10.2% 12.4% 5.4% 7.6%
植被率 35.0% 35.0% 40.0% 70.0% 80.0%

※植被率…植生高1.5 m未満の植物が地面を被覆する割合

間伐後
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林冠の様子
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付録― 個別調査地の状況

調査地No.5
区域 県央
所在地 北群馬郡榛東村広馬場
樹種 スギ
林齢(年) 52
標高(m) 940
斜面方位 SW
斜面傾斜(度) 33
材積間伐率(%) 20.5
本数間伐率(%) 34.2

相対照度 2.7% 7.8% 10.9% 5.0% 4.1%
植被率 30.0% 30.0% 30.0% 50.0% 50.0%

調査地No.6
区域 県央
所在地 北群馬郡榛東村広馬場
樹種 スギ
林齢(年) 55
標高(m) 780
斜面方位 SW
斜面傾斜(度) 20
材積間伐率(%) 28.9
本数間伐率(%) 35.8

相対照度 2.8% 19.1% 8.4% 11.1% 5.3%
植被率 50.0% 50.0% 50.0% 70.0% 80.0%

※植被率…植生高1.5 m未満の植物が地面を被覆する割合
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１年目

間伐後
２年目

間伐後
３年目
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付録― 個別調査地の状況

調査地No.7
区域 県央
所在地 北群馬郡榛東村広馬場
樹種 スギ
林齢(年) 55
標高(m) 770
斜面方位 SW
斜面傾斜(度) 16
材積間伐率(%) 26.5
本数間伐率(%) 40

相対照度 2.1% 12.5% 10.6% 12.5% 6.6%
植被率 35.0% 30.0% 40.0% 70.0% 70.0%

※植被率…植生高1.5 m未満の植物が地面を被覆する割合

林冠の様子

間伐前 間伐後４年目

林内の様子

間伐前
間伐後
１年目

間伐後
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間伐後
３年目

間伐後
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付録― 個別調査地の状況

調査地No.8
区域 県央
所在地 渋川市小野子
樹種 スギ
林齢(年) 44
標高(m) 665
斜面方位 SE
斜面傾斜(度) 16
材積間伐率(%) 25.6
本数間伐率(%) 45.5

相対照度 4.9% 16.3% 14.0% 12.2% 11.1%
植被率 15.0% 30.0% 75.0% 85.0% 90.0%

調査地No.9
区域 県央
所在地 渋川市小野子
樹種 スギ
林齢(年) 44
標高(m) 660
斜面方位 SE
斜面傾斜(度) 8
材積間伐率(%) 29
本数間伐率(%) 43.5

相対照度 3.9% 13.7% 11.8% 11.6% 8.9%
植被率 15.0% 40.0% 70.0% 85.0% 80.0%

※植被率…植生高1.5 m未満の植物が地面を被覆する割合
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付録― 個別調査地の状況

調査地No.10
区域 県央
所在地 渋川市小野子
樹種 スギ
林齢(年) 44
標高(m) 655
斜面方位 SE
斜面傾斜(度) 13
材積間伐率(%) 32.5
本数間伐率(%) 44.8

相対照度 4.1% 16.2% 13.8% 13.8% 12.0%
植被率 10.0% 25.0% 55.0% 70.0% 80.0%

調査地No.11
区域 県央
所在地 渋川市小野子
樹種 スギ
林齢(年) 44
標高(m) 655
斜面方位 SE
斜面傾斜(度) 15
材積間伐率(%) -
本数間伐率(%) -

相対照度 - - 3.0% 4.0% 2.6%
植被率 - - 20.0% 20.0% 15.0%

※植被率…植生高1.5 m未満の植物が地面を被覆する割合

間伐後
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間伐前
間伐後
１年目

間伐後
２年目

間伐後
３年目

間伐前 間伐後４年目
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付録― 個別調査地の状況

調査地No.12
区域 県央
所在地 安中市西上秋間
樹種 スギ
林齢(年) 45
標高(m) 600
斜面方位 SW
斜面傾斜(度) 35
材積間伐率(%) 25.3
本数間伐率(%) 32.8

相対照度 7.6% 25.2% 9.8% 17.9% 14.4%
植被率 80.0% 85.0% 95.0% 95.0% 90.0%

調査地No.13
区域 県央
所在地 安中市西上秋間
樹種 スギ
林齢(年) 45
標高(m) 600
斜面方位 SW
斜面傾斜(度) 31
材積間伐率(%) 28.2
本数間伐率(%) 43.3

相対照度 4.3% 22.5% 11.3% 19.7% 7.3%
植被率 85.0% 65.0% 95.0% 95.0% 90.0%

※植被率…植生高1.5 m未満の植物が地面を被覆する割合
林冠の様子

間伐前
間伐後
１年目

間伐後
２年目

間伐後
３年目

間伐後
４年目

林内の様子
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１年目
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２年目

間伐後
３年目

間伐後
４年目

林冠の様子

間伐前 間伐後４年目



付録― 個別調査地の状況

調査地No.14
区域 県央
所在地 安中市西上秋間
樹種 スギ
林齢(年) 45
標高(m) 590
斜面方位 SW
斜面傾斜(度) 30
材積間伐率(%) 32
本数間伐率(%) 55.4

相対照度 6.2% 23.5% 6.8% 16.6% 5.4%
植被率 75.0% 65.0% 90.0% 90.0% 90.0%

調査地No.15
区域 県央
所在地 安中市西上秋間
樹種 スギ
林齢(年) 63
標高(m) 655
斜面方位 SW
斜面傾斜(度) 18
材積間伐率(%) 32.7
本数間伐率(%) 50

相対照度 8.3% 15.8% 12.0% 17.7% 11.1%
植被率 70.0% 80.0% 95.0% 95.0% 90.0%

※植被率…植生高1.5 m未満の植物が地面を被覆する割合
林冠の様子

間伐前
間伐後
１年目

間伐後
２年目

間伐後
３年目

間伐後
４年目

林内の様子

間伐前 間伐後４年目

林内の様子

間伐前
間伐後
１年目

間伐後
２年目

間伐後
３年目

間伐後
４年目

林冠の様子

間伐前 間伐後４年目



付録― 個別調査地の状況

調査地No.16 
区域 西部
所在地 南牧村砥沢
樹種 スギ
林齢(年) 66
標高(m) 625
斜面方位 N
斜面傾斜(度) 42
材積間伐率(%) 7.9
本数間伐率(%) 21.4

相対照度 9.3% 8.1% 15.7% 9.8% 5.9%
植被率 10.0% 40.0% 30.0% 20.0% 70.0%

※植被率…植生高1.5 m未満の植物が地面を被覆する割合

林冠の様子

間伐前 間伐後４年目

林内の様子

間伐前
間伐後
１年目

間伐後
２年目

間伐後
３年目

間伐後
４年目



付録― 個別調査地の状況

調査地No.17
区域 東部
所在地 みどり市東町座間
樹種 スギ
林齢(年) 67
標高(m) 770
斜面方位 NW
斜面傾斜(度) 33
材積間伐率(%) 26.6
本数間伐率(%) 23.1

相対照度 2.9% 15.6% 19.2% 20.5% 16.6%
植被率 25.0% 20.0% 30.0% 20.0% 60.0%
シカの食害により植生高が低い

調査地No.18
区域 東部
所在地 みどり市東町座間
樹種 スギ
林齢(年) 48
標高(m) 880
斜面方位 SW
斜面傾斜(度) 38
材積間伐率(%) 27.2
本数間伐率(%) 30

相対照度 7.7% 15.2% 17.7% 16.1% 21.7%
植被率 15.0% 70.0% 55.0% 70.0% 60.0%
シカの食害により植生高が低い

※植被率…植生高1.5 m未満の植物が地面を被覆する割合

間伐後
４年目

林冠の様子

林冠の様子

間伐前 間伐後４年目

林内の様子

間伐前
間伐後
１年目

間伐後
２年目

間伐後
３年目

間伐前 間伐後４年目

林内の様子

間伐前
間伐後
１年目

間伐後
２年目

間伐後
３年目

間伐後
４年目



付録― 個別調査地の状況

調査地No.1
区域 北部
所在地 中之条町山田
樹種 ヒノキ
林齢(年) 34（林齢40～50年ヒノキ混在）
標高(m) 890
斜面方位 SW
斜面傾斜(度) 34
材積間伐率(%) 19.5
本数間伐率(%) 23.6

相対照度 5.1% 8.9% 4.6% 8.9% 2.3%
植被率 5.0% 10.0% 10.0% 25.0% 30.0%

調査地No.2
区域 北部
所在地 中之条町山田
樹種 ヒノキ
林齢(年) 34,50
標高(m) 890
斜面方位 SE
斜面傾斜(度) 28
材積間伐率(%) 27.8
本数間伐率(%) 37.7

相対照度 3.0% 11.5% 3.7% 4.0% 2.3%
植被率 5.0% 5.0% 15.0% 40.0% 35.0%

※植被率…植生高1.5 m未満の植物が地面を被覆する割合

間伐前 間伐後４年目

林内の様子

間伐前
間伐後
１年目

間伐後
２年目

間伐後
３年目

間伐後
４年目

間伐前
間伐後
１年目

間伐後
２年目

間伐後
３年目

間伐後
４年目

林冠の様子

林冠の様子

間伐前 間伐後４年目

林内の様子



付録― 個別調査地の状況

調査地No.3
区域 県央
所在地 北群馬郡榛東村広馬場
樹種 ヒノキ
林齢(年) 52
標高(m) 960
斜面方位 SE
斜面傾斜(度) 34
材積間伐率(%) 19.9
本数間伐率(%) 33.7

相対照度 1.3% 4.7% 5.0% 3.0% 1.6%
植被率 1.0% 5.0% 5.0% 10.0% 10.0%

調査地No.4
区域 西部
所在地 藤岡市浄法寺
樹種 ヒノキ
林齢(年) 35
標高(m) 285
斜面方位 SE
斜面傾斜(度) 33
材積間伐率(%) 16.7
本数間伐率(%) 29.5

相対照度 3.0% 6.1% 5.2% 3.0% 5.4%
植被率 60.0% 75.0% 65.0% 80.0% 65.0%

※植被率…植生高1.5 m未満の植物が地面を被覆する割合

間伐前 間伐後４年目

林内の様子

間伐前
間伐後
１年目

間伐後
２年目

間伐後
３年目

間伐後
４年目

間伐前
間伐後
１年目

間伐後
２年目

間伐後
３年目

間伐後
４年目

林冠の様子

林冠の様子

間伐前 間伐後４年目

林内の様子



付録― 個別調査地の状況

調査地No.5
区域 県央
所在地 渋川市小野子
樹種 ヒノキ
林齢(年) 44
標高(m) 695
斜面方位 NE
斜面傾斜(度) 36
材積間伐率(%) 36.9
本数間伐率(%) 51.2

相対照度 1.4% 8.7% 6.9% 6.9% 3.9%
植被率 5.0% 30.0% 65.0% 80.0% 90.0%

調査地No.6
区域 県央
所在地 渋川市小野子
樹種 ヒノキ
林齢(年) 44
標高(m) 680
斜面方位 NE
斜面傾斜(度) 37
材積間伐率(%) 27.1
本数間伐率(%) 42.3

相対照度 1.2% 6.1% 6.6% 3.7% 2.7%
植被率 5.0% 15.0% 40.0% 50.0% 60.0%

※植被率…植生高1.5 m未満の植物が地面を被覆する割合

間伐後
４年目

林冠の様子

林冠の様子

間伐前 間伐後４年目

林内の様子

間伐前
間伐後
１年目

間伐後
２年目

間伐後
３年目

間伐前 間伐後４年目

林内の様子

間伐前
間伐後
１年目

間伐後
２年目

間伐後
３年目

間伐後
４年目



付録― 個別調査地の状況

調査地No.7
区域 県央
所在地 渋川市小野子
樹種 ヒノキ
林齢(年) 44
標高(m) 695
斜面方位 SE
斜面傾斜(度) 21
材積間伐率(%) -
本数間伐率(%) -

相対照度 1.8% 1.9% 2.3% 1.4% 1.2%
植被率 10.0% 5.0% 10.0% 10.0% 10.0%

調査地No.8
区域 東部
所在地 みどり市東町座間
樹種 ヒノキ
林齢(年) 94
標高(m) 880
斜面方位 W
斜面傾斜(度) 38
材積間伐率(%) 5.2
本数間伐率(%) 14.8

相対照度 2.7% 1.8% 2.4% 5.2% 4.6%
植被率 10.0% 10.0% 25.0% 30.0% 20.0%

※植被率…植生高1.5 m未満の植物が地面を被覆する割合

林内の様子

林冠の様子

間伐前
間伐後
１年目

間伐後
２年目

間伐後
３年目

間伐後
４年目

間伐前 間伐後４年目

林内の様子

間伐前
間伐後
１年目

間伐後
２年目

間伐後
３年目

間伐後
４年目

林冠の様子

間伐前 間伐後４年目



付録― 個別調査地の状況

調査地No.1
区域 県央
所在地 渋川市伊香保
樹種 カラマツ
林齢(年) 65
標高(m) 1090
斜面方位 NW
斜面傾斜(度) 26
材積間伐率(%) 32.3
本数間伐率(%) 29.8

相対照度 8.2% 18.6% 20.9% 12.6%
植被率 70.0% 90.0% 100.0% 100.0%

※植被率…植生高1.5 m未満の植物が地面を被覆する割合

間伐前 間伐後４年目

林内の様子

間伐前
間伐後
１年目

間伐後
２年目

間伐後
３年目

林冠の様子


